










































































































































































































時から 8時までの，ほんとは，7時 30 分までなんですけど（笑）。みんなが盛



































































































































































































































































































































































Bernard は伴侶Marie との二人三脚でこの方法論を 30年来開発し続けているところ
から，Marie	の Animatrice 能力を基盤にしている。その Animatrice-Marie と「比べ




























末 3日間」なり，例えばフランス・バカンス村での 1～ 2週間の「集中講座」ではない。











































































































































































































































































































































































































































































初心者がザーッと目の前にいるんですね，それも 10 人ではなくて，それが 13
人ぐらいから 15人ぐらいまでいて，それこそ，全部の技能を，漢字から何から
全部やって，ほんとのゼロからの人たちとやっていかなければならない（MD:	
89.04）
　　（・・・）そこに受講者としてくる人たちは，この JaFIX というのが普通の語
学講座とは相当ちがう，という予備知識・オリエンテーションは，例えば，HP
などを通して，知ってはいます。そこで，床に座ってのリラックスや PDL 的な「こ
とば化」の訓練もしていく，という風に・・・（MD:	92.01）
ほ：ま，確かに，共通の言語がドイツ語ならドイツ語として，あるんだから・・・
そして，また，共通の拠り所みたいな，ベースとしての教科書もあるわけだから・・・
一応，みんなに共通の情報としてのテキストというのが，あるんだったらば，ま
あそれで，もちろんそれを「複合系」としてやっていくのは・・・ま，現実問題
として，ね，やるようになると思いますよ。僕が，もしやるとしてもね・・・（山：
それしかないんですよね・・・）。だから，そこで何が効率的か，誰がうまくやるか，
みたいな話しをしても，余り・・・それは，もうその場その場で，いろんな状況
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がありうるわけだから・・・
山：そこで・・・私が例の細川実践（細川他『ゼロビギナー・・・』）で「反面教師的」
と批判した部分，ここ 25年来の日本語教育界での知見がすっぽり抜けてしまっ
ている，評した部分・・・それは，ノウハウ的な，教授法・教育法的な部分に関
わってくるのですけど・・・そこは，細川さんはどうするんですか？あくまでも，
直接法的「対話」でやっていく先生の能力・・・？（ほ：いやー，それは・・・）
でも，ない？（ほ：でも，ない，と思う）ね？（MD:	94.02）	
　　前回，（話し合ったことの一つなのですが，）この部分の日本語教師のノウハウ
の能力，これについては，アナーキー細川だから，これから「総合型」で強力な
戦力としていっしょにやっていく先生達の，例えば教授法のトレーニングなどは，
細川さんとしては，全く期待していない・・・
ほ：いや，原理だけでも，理解しておいては，ほしい・・・具体的にやろうとなる
と難しい，僕自身もできない
山：じゃ，今の実践 9のクルーは，このノウハウ的な部分の養成は全面的に欠けて
いることになる？このノウハウ的な部分は，じゃ，彼らがこれから先，何年かいっ
しょにやっていく中で，どこかで，そういう力もつけていってほしいと・・・
ほ：ま，そうですね・・・でも，例えば X さんとこの学生なんかは，そういうノ
ウハウの訓練をむしろ受けている・・・でも，そこにしか目が向かないから，「結
局言語教育というのは，言語形式を与えることだ」と思い込んじゃっているから，
逆に・・・（山：え？まだ，そう？もったいない，ね！）。勿体無いですよ。そう
思います，僕も，ほんとに。だから，僕は，研究室間の横の交流をもっと，横断
的な交流をもっとしたほうがいい，って主張するんだけれども・・・なかなか・・・
いや，そうすると，理念的な対立がどうしても起きるでしょ？
　細川のアプローチが日本語教育界にパラダイム変換旋風を巻き起こしうるか？従来
主流であった「言語教育＝言語形式を与えること」から，「内容中心主義」に移行し
うるか？細川は（2002）『日本語教育は何を目指すか』という著書をものにし，それ
によって「日本語教育学会奨励賞」まで受賞したのだから，私は，この点，その影響
の現れ方の一環として，まず同学内での受容ぶりについて問いたかったのであるが，
現在までのところ，細川の理念はまだまだ「理念対立構造」の範疇から抜け出ていな
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いようである。そして，この学内の構図は，日本全体の縮図でもあると。
　そうならば，「外圧」に弱いとされる「日本」のこと（NSP のみなさま，またまた
私は「集団類型化」をしておりますです，はい），細川方式の効力を海外で行ってみ
ようじゃないの。そうして，細川アプローチが海外で認められてくれば（無論日本国
内と同時進行で，と望むが），そこで喜ぶであろう人たちは，「お釈迦様の掌から解放
される学習者」。細川は，この「対話」の始まったとき（2.	参照）には，
(1)　だから，そこを「ゼロビギナーにどう教えるか」ということは，まあ課
題ではあるけれど，もう僕にとってはそう大きな問題ではないんですよ
(2)　どうすれば一番いいかっていうことは考えていない，っていうか関心が
ない
と答え，その分野へ思いを馳せる「思考を停止」していた細川も，ようやく腰をあげ
て，例え「バーチャル講座開講」であるにせよ，「建設的に」案を練り始める。
7.3.　「補充・補完型コース・デザイン」：(1)「先行シラバス的教科書」採択＋
(2)「認知的真剣勝負」としての「テクスト創成行為」
山：いいんでしょうか，私は，ベルリンへ帰ったら，こんな風に細川アプローチを
取り入れて，新しい講座コンセプト二つを始めたいんですけれど？（MD:101.25）
　一つは，大学の方で，一つは，日独センターの方で。日独センターの方は，名
前は，もう，JaFIX という 4年前から使っているから，私が今回またゼロビギナー
をやるとき，今までももう「ことば化」なども入れてはいるんだけれども・・・
ほ：具体的に言うと，・・・ゼロビギナーに対して，初めは，僕が「目覚まし活動」
と呼ぶような活動をやっていって，一方では，基礎テキスト，共通の拠り所みた
いなものを持っていて，そうして，やっていく。そして，それをどう教えるか，
どう使うか，というのは，ま，担当者一人一人の問題でしょうけれど・・・
山：んん，でもないの，私の方で，教員養成をして，ノウハウみたいな教えたりも，
ありだから・・・
ほ：そう・・・それで，一つは，教科書をどう使っていくか，ということは，まず
問題ですよね。大きな。だって，学習者はそれを拠り所にしているわけだから。
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だから，一方でそれを使いながら，ということは，ある程度，先行シラバス的な
ものが内在しているわけですから・・・そして，一方で，そうじゃない「活動」
も入れていこう，というわけですね（山：そうなんです！）（MD:103.03）。と
いうことは，二つのものが矛盾するっていうんじゃなくて（山：補充しあう），
だから，補充しあっていく，っていうのが，具体的にどういう風にからまりあっ
ていくのか。っていうのは，僕はまだ見せてもらってないので。むしろ，そこは，
一つの具体的な問題としては，どうやってそこが現実に補充しあうのか，という
のは，興味があります。
山：それは，例えば私が先日資料としてお渡しした，40週を 4つに分けて，それぞれ，
活動のカテゴリーも全部出ている・・・あれでは，足りないのでしょうか？でも，
ある程度見えるかしら？（ほ：ん・・・）
ほ：むしろ，そういう補完的な授業とは何か？っていう，実態を見せてもらう・・・
つまり，従来の日本語教育では，今まで，教科書があって，教科書をどう教えるか，
みたいな，何をどう教えるか，何を，はもう決まっていることだから，ど，の部
分で，「どう効率的に教えるか」みたいな部分でずーっと，終始してきたわけで
すよね。
　　そうではなくて，材料はありながら，そこから派生して，どんどんいろんな形，
いろんなことをやる，というんなら，どんなことができるのか？その「派生」し
て，やる，ということが，もとの拠り所のテクストみたいのと，どういう関係が
あるのか？ことはやっぱり問題になる。
山：そのゼロビギナーの初段階では，それこそこの間，名前を戴いた「目覚まし活動」
（ほ：animation	leviee（?）だったかな？フランス語で）で進んでいくんだけれど・・・
それは，スタート段階では多く使われる。だんだんと，補充じゃないんだけど，
PDL の本練習の中間練習として使われる・・・
ほ：で，ちょっとまた・・・もう一つ・・・教科書とは離れて，自分の考えを述べ
ていく，「書かせる」という活動がありますよね。今までの日本語教育の「今，
考えていること，したことを書きなさい」という活動はたくさんあるんです
よ。これまでは（添削形式の）教師と学生のやりとり，で終わっていた。（MD:	
107.03）でも，「総合」の場合には，それを否定的に捉えていて，書いてきたも
のは，何を目指して書いてきているのかということを「設定」しちゃっているわ
けですよね。つまり，ただかいてくるんじゃなくて，それは，自分の立場を作る
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ために，書くんだ，と。で，その立場を作るって，何をするためかと言うと「対話」
をするため。対話して，自分と，相手とのずれを感じて，それを，ずれを，言語
化して，それをまとめなさい，と。（山：この間古賀さんが「他者の視点」の発
見として，書いていましたね）。だから，それをプログラムとして，もう，組み
込んであるわけですね。だからこそ，添削という行為がなくて，いい。（・・・）
要するに，表現化されたものが，心情吐露だったり，単なる，私の出来事だった
り，するほうが，僕はよほどプライバシーの侵害だと，最近は思うようになって
きている（山：（笑）そうですね）。だから，何か書くんだったら，書いたものは，
どういう風に繋がっていくのか？今日は，家族のことを書いてください。明日は，
仕事のことを書きます。だったら，それは，単に「練習」しているだけで。そして，
その「練習」という発想は，教室の社会化から妨げる，と，僕は思っているんです。
ここは「練習」です，だから間違ってもだいじょうぶです，外へ出たら叩かれま
すよ，みたいな，発想になっちゃう。だから，その辺の思想的な・・・なんと言
うか，思想的な裏づけ，というか，理念的な裏づけの基に（・・・）	（MD:109:45）
7.4.　教室とは，受講者が構成人員の「ホンモノ社会」という「特別空間」
　従来の「日本国内での」日本語教育では「教室」は，あくまでも「練習」の場であって，
仮にコミュニケーション場面を「仮設定」して，即ち「仮想現実」の中で「将来起こ
りうる場面を「バーチャルに」教師も生徒も想像力をかきたてて，その中で「文型を
練習」する，というのが定番であったようである。しかし，少なくとも私がドイツで
実践研究してきた PDL やサジェスぺディアは，まさにこの「バーチャル性」を排し
てきたのである。教室内を真のコミュニケーションの場として，一人一人は生きた個
として，「日本語」という手段を使って，他者との交流を図るよう授業設計をしてき
ている。この前提条件は，確かにドイツで普遍的に設定されたとは言えないが，少な
くとも私の知る限りドイツ・ボーフム・ヤポニクム日本語研究所での基本理念ではあっ
た。
　しかし，日本国内で細川が，「教室」の「社会化」とプログラム化したときには，
これはやはり画期的なことであったのだろう。細川自身，それらは次第に結晶化して
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きた事項であると証言する。
ほ：（・・・）総合だって，初めはぐちゃぐちゃしてたんですけど，そこはかなり毎回，
毎回，僕自身の中で，そこ（教室の社会化）を叩いてきて・・・だから，最終的
に一本の論文・レポートしか書かない。で，もうすべて，最初の挨拶から総て，
この教室の活動は最終目標へ向かって動いている。無駄なことは一切しない（山：
収斂していく），収斂していく，っていう活動。だから，そのための練習という
ようなものは，一切，しない。だから，なんか，ちょっと練習してみて，みたい
なことは，結局は「社会化を妨げる」という，それは，ま，僕の考えなんですけ
ど（MD：110/48）。
山：教室の中は「カプセル化された中」・・・ですか。
　ここでは，私は細川には全面的に賛同はしない。時間がなかったので，「反論」は
してはないが，基本的に「教室」は「真剣勝負の人間同士のコミュニケーション」の
場である，という命題と，「カプセル化された温室」と相互排斥関係にあるとは思わ
ないからである。「温室」ということばの連想が悪ければ，「相互信頼関係基盤に立っ
た時空間」と呼ぼうか。その中では「日常生活の思惑・自己防衛・対人恐怖」などを
を含む「知・情・意的防壁」を各受講者が取り去っても「社会的制裁」を受けない，「恥
をかかない」という絶対的保証がその場を共有するメンバー総てに納得されている，
という前提が生きている。
　JaFIX のさまざまな「個・小グループ・クラス活動」は，靴を脱いで絨毯に直接座
り，床上 60cmぐらいまでの空間が活動場面設定であることが，この「時空間共有感」
の直感的把握を容易くしているようである。つまり，そこでの「共有感」は，ロゴ中
心的な「机・椅子形態」からは突き破れなかった空間でより早く，心地よく感じられ
るからであろう。疲れたら，身体的には完全リラックスして仰向けになってもうつ伏
せになっても「罰せられない」。しかし，脳内はその分，より活性化される。いわゆ
るノンバーバル世界での「共通理解」は，言語によるコミュニケーションを支援する
だけではなく，時には行動学・文化言語人類学などの知見を待つまでもなく，言語以
上の働きをするのである。
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　「大人になって初めて自分の足の裏の黒子を発見する」こともあるような絨毯に靴
を脱いで上がる教室セッティングとか，いっしょに床の絨毯に隣り合わせて息づきな
がら行う「リラックス」とか，身体性を存分に，且つ遊戯的生かすジェスチャー化，
カラオケ，さまざまなゲーム形態などは，左脳的ロゴ・中心主義授業形態では考えも
しなかった，学習者間の「精神交流，想像力，創造力，遊戯心，身体性」を活性化す
るのである。
山：残念ながら・・・時間です。ありがとうございました。
ほ：ちょっと，話しがずれちゃいました。
山：あ，いえ，いえ。おもしろかった・・・いいんです。私は，もう一度いろいろ
なこと考えてみますので。
ほ：これは，また，報告の形で，出して・・・.
山：はい。
